
サーキュラーエコノミーと脱炭素に向けた取り組み

〈主催〉名古屋市工業研究所

我が国では「2050年カーボンニュートラ

ル（CN）宣言」の実現に向けて、国内のも

のづくり中小企業においても、脱炭素社

会への取り組みを講じることが喫緊の課

題となっています。この際に、従来からあ

る廃棄物をリサイクルするという資源循

環ではなく、製品の開発段階からリサイク

ルを考慮した素材選択や製造方法など、

循環社会を見据えたサーキュラーエコノ

ミーが注目を集めています。そして近年で

は、このサーキュラーエコノミーとCNとの

相互作用、相乗効果が期待されています。

本講演では、中小企業がCNの実現に向

けたサーキュラーエコノミーの活用方法

について、産官学それぞれの視点から話

題提供していただきます。

2023年 水9月6日
13：20～17：00（接続開始13：00～）

オンライン参加方法参加会場

〒456-0058 名古屋市熱田区六番三丁目4番41号
名古屋市工業研究所 管理棟1階

名古屋市工業研究所 ホール Zoom
ビデオウェビナー

申し込み方法は裏面をご参照ください。

休 憩14：20～14：30

休 憩15：50～16：00

開会挨拶

P R O G R A M

参加費無料
定員150名

講 演 Ⅰ13：20～13：50 2050年カーボンニュートラル実現に向けた
国内外の動向等について

中部経済産業局 資源エネルギー環境部 
カーボンニュートラル推進室 参事官

木山 雅之 氏

基調講演14：30～15：50 サーキュラーエコノミーがもたらす
ものづくりの変革

東京大学 大学院工学系研究科 
人工物工学研究センター 教授

梅田 靖 氏

講 演 Ⅱ13：50～14：20 サーキュラーエコノミーに関する
政策等について

中部経済産業局 資源エネルギー環境部 
環境・資源循環経済課長

小林 弘和 氏

講 演 Ⅲ16：00～17：00 サーキュラーエコノミーを考える
～アプローチ方法と企業の取組み事例～

株式会社フルハシ環境総合研究所 
代表取締役所長

浅井 豊司 氏

閉会挨拶

表C

天

地



※受付完了後、メール等でご連絡いたします。申し込み後、3 日経過しても連絡がない場合は、お問い合わせください。

※オンライン参加の方には、お申し込み後、開催2日前までに受講案内（URL）をお送りいたします。当日は、13：00 から接続開始となります。

※ご記入いただきました個人情報は主催者が実施する公的事業以外には利用いたしません。また、主催者以外の第三者への提供は一切行いません。

①Eメールアドレス　②氏名　③企業・組織名　④所属・役職　⑤電話番号　
⑥参加方法（会場参加／オンライン参加）　
⑦メールマガジン「NMIRI 技術ニュース」（月1回、工業研究所のイベント情報等を配信）
　（配信を希望する／希望しない／登録済み）

右記の7項目をご記入のうえ、
メールにてお申し込みください。B

右記二次元コードまたは
URLよりお申し込みください。A

締切：2023年8月30日（水）申 し 込 み 方 法

（公財）名古屋産業振興公社 産業連携推進部 産業連携推進課 担当：青木・野々部
TEL：052-890-3832　E-mail：carbon@nipc.or.jp

申し込み先・お問い合わせ

講 演 概 要 の ご 紹 介

A・B いずれかでお申し込みください。

宛先 carbon@nipc.or.jp

URL https://forms.gle/fY6N5wjnSJftNxYGA

基調講演

講 演 Ⅰ 講 演 Ⅱ 講 演 Ⅲ

2050年カーボンニュートラルの実現に向

けた国内外の動向を紹介するとともに、中

堅・中小企業がカーボンニュートラルに取

り組む必要性やその取り組みへの支援施

策等を幅広く紹介します。

近年重要視されるサーキュラーエコノ

ミー（CE）への移行に関する国の戦略や最

近の動向、及び中部経済産業局のCEに

向けた「動静脈産業連携」への取り組み

について、ご説明します。

企業において、どのようにサーキュラーエ

コノミーに取り組めばよいのか、そのアプ

ローチ方法を解説するとともに、企業事

例を交えて実践に向けた理解を進めてい

ただきます。

2050年カーボンニュートラル
実現に向けた国内外の動向等
について

中部経済産業局 

資源エネルギー環境部 

カーボンニュートラル推進室 

参事官

木山 雅之 氏

サーキュラーエコノミーに関する
政策等について

中部経済産業局 

資源エネルギー環境部 

環境・資源循環経済課長

小林 弘和 氏

サーキュラーエコノミーを考える
～アプローチ方法と企業の取組み事例～

株式会社フルハシ環境

総合研究所 

代表取締役所長

浅井 豊司 氏

サーキュラーエコノミーが我が国の産業界で注目を集めている。

これは、廃棄物のリサイクルのみならず、ものづくりの在り方の変

革を迫るものである。本講演では、その意味と示唆するものづくり

の方向性を議論する。

サーキュラーエコノミーがもたらす
ものづくりの変革

東京大学 大学院工学系研究科 
人工物工学研究センター 教授 梅田 靖 氏
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